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人
口
の
高
齢
化
、
医
学
の
進
歩
、
成

人
病
等
の
疾
病
の
変
化
等
に
よ
り
、
医

療
費
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
医
療
費
の
伸
び
（
老
人
十
五
％

台
、
一
般
七
％
台
）
は
、
住
民
所
得
（
約

一
・
九
％
）
を
上
回
り
、
国
保
財
政
は

苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
保
財
政
は
、
保
険
の
給
付
（
医
療

費
の
支
払
い
・
）
に
必
要
な
財
源
と
し
て
、

国民健康保険事業状況；
国
民
健
康
保
険
は
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
住
民
生
活
の
安
定
を
目

的
と
し
た
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

健
全
な
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
一

人
ひ
と
り
の
健
康
自
己
管
理
が
大
切
で
す
。

概況 S.59.8.1現在

総人口 33 ， 570

総世帯数 10， 034

国保世帯数 4，234

国保被保険者数 10，441

加入率 31 ． 1％

被保険者に占める老人の割合

1，376人＝13． 2％

ま
ず
健
康
管
理
が
大
切

口59年度予算の歳入･歳出は

’
その他39,673千

総務費39,263千円3

国
民
健
康
保
険
制
度

‐

I
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
と
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
費
が
増

え
れ
ば
増
え
た
分
の
一
部
は
、
そ
の
ま

ま
保
険
税
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
、
日
常
生
活
の
健
康
管
理
が
非
常
に

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

1人当り診療費の推移（一般分） 1人当り保険税の推移
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岫
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健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
高
額
所
得

者
も
、
低
所
得
者
も
お
り
、
個
人
の
医

療
費
の
支
払
い
に
困
る
こ
と
の
な
い
よ

う
相
互
扶
助
し
あ
う
制
度
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
税
も
被
保
険
者

の
所
得
・
資
産
割
（
応
能
割
）
に
よ
る
負
担

と
所
得
の
い
か
ん
に
関
係
な
く
、
被
保

険
者
の
す
べ
て
に
、
均
等
・
平
等
割
（
応

益
割
）
と
の
負
担
に
よ
る
、
相
互
扶
助

の
税
負
担
で
す
。

1人…雪擶圖關腰悪鷲層￥
計算します。 i

＝

応能割 ：

①所得割額=申告所得(前年度；
所得） より基礎控除額26万：

円を差し引いた額に丁:汀を ：
乗じた額 §

ミ

②資産割額＝土地、家屋にかか；

る固定資産税額に器を乗脅
ミ

じた額
I

応益割 ミ
ー

③均等割額＝被保険者一人につき ：
ミ

6，000円 尋

④平等割額＝－世帯あたり ：
8,500円 ミ

以上唖麺の算出額を合計：
主

した額か、国保税年税額になi) i
＝

31万円以上の世帯は、 31万円(限：
刃

度額）になります。 （但し、低き
L

も

所得者については、均等割、平ミ
ヰ

等割について4割、 6割の減額：
￥

を行っています｡） 告
；
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（2）

当り診療費の推移(老人分）
医療費の負担割合

月ｉ湖
一
１

６
円

５

咽
、

４

２４

郡
、
岨
円
４
迦
一９７

３

へ
‐
）

国の負担
、 45％

保険税
25％
咳国保、

医療費の

負担割合〕45,624円

Ⅱ
本人負担
30％

こ
の
貴
重
（
大
切
）
な
財
源
を
有
効

５

に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
８

市
で
は
、
中
高
年
齢
層
を
主
に
対
象
ば

と
し
た
成
人
病
の
疾
病
の
予
防
健
康
く侭

づ
く
り
対
策
と
し
て
、
一
般
健
康
診
査
、

胄
が
ん
検
診
、
婦
人
が
ん
検
診
、
健
康

相
談
、
健
康
教
育
、
訪
問
指
導
等
を
実
万

５９

施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
積
極
的
学

記
に
参
加
し
て
健
康
管
理
に
は
、
十
分
に
科

７
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
う

５

よ

病
気
や
け
が
を
し
た
ら
、
お
医
者
さ
せ

５６

ん
に
か
か
る
の
は
、
当
然
で
す
が
、
受
娠

弱
診
の
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
成

か
け
ま
し
よ
『
７
。

○
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
が
け
ま

‐
ｌ
）
，
ｒ
手
、
可
ノ
Ｏ

○
注
射
や
薬
の
ね
だ
り
は
や
め
ま
し
よ

『
「
ノ
Ｏ

○
急
病
の
と
き
以
外
は
、
休
日
、
時
間

外
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
病
院
の
ハ
シ
ゴ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
保
険
証
は
必
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ

Ｉ
ｆ
Ｃ



く ）環境がすばらしいですね

瞳認
建
設
大
臣

高
萩
市
を
訪
問

八
月
二
十
九
日
附
、
そ
し
て
、
主
要
地
方
道
と
し
て
整
備

水
野
清
建
設
大
臣
が
高
が
急
が
れ
て
い
る
県
道
高
萩
大
子
線
・

萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
高
浜
有
明
海
岸
侵
食
対
策
事
業
促
進
を

建
設
大
臣
は
、
高
萩
図
る
た
め
の
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

駅
十
一
時
二
十
四
分
の
こ
の
あ
と
、
高
萩
大
心
苑
、
花
貫
ダ

急
行
と
き
わ
七
号
で
到
ム
、
望
海
ゴ
ル
フ
場
、
高
萩
海
岸
を
視

着
す
る
と
、
た
だ
ち
に
察
し
、
市
の
現
状
と
、
高
萩
大
子
線
、

市
役
所
に
来
庁
。
大
高
高
萩
海
岸
を
直
接
そ
の
足
で
見
て
歩
き

市
長
、
吉
田
市
議
会
議
ま
し
た
。

長
を
は
じ
め
と
す
る
市
水
野
建
設
大
臣
は
、
「
県
北
、
特
に

の
関
係
者
が
出
迎
え
ま
高
萩
市
は
環
境
が
す
ば
ら
し
い
。
こ
れ

し
た
。
ら
の
環
境
を
ど
ん
な
形
で
開
発
し
て
い

こ
の
あ
と
、
国
、
県
く
か
。
道
路
や
海
岸
の
問
題
も
、
こ
れ

の
関
係
者
も
同
席
し
て
、
に
付
随
し
た
施
設
を
含
め
て
、
県
と
連

市
長
か
ら
高
萩
市
の
概
絡
を
と
り
、
予
算
の
増
額
を
考
え
て
い

況
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
き
た
い
。
」
と
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て

た
。
く
れ
ま
し
た
。

こE

灘

、

為
謬
套
捗
Ⅱ

▲
大
高
市
長
と
吉
田
議
長
に
よ
る

市
の
概
況
説
明
と
陳
情

水
野
建
設
大
臣

ｑ
海
岸
侵
食
の
現
状
を
視
察

（
〉

CG…亟○CGC唾me唖配E℃“…調G〔 …江口＝

金
メ
ダ
リ
ス
ト

富
山
選
手
も
祝
福

条
例
関
係

一
市
議
会
だ
よ
り
ロ
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

※
昭
和
五
十
九
年
三
月
の
地
方
税
法

（
七
月
臨
時
会
）
の
一
部
改
正
に
よ
る
課
税
限
度
額
等

の
改
正
、
並
び
に
国
民
健
康
保
険
税

の
被
保
険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平

一
昭
和
五
十
九
年
第
二
回
高
萩
市
議
等
割
額
を
改
正
す
る
た
め
の
条
例
の

蚕
室
臨
時
会
が
、
七
月
二
千
日
に
開
か
一
部
改
正
。

一
れ
ま
し
た
。

一
今
回
の
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
案
予
算
関
係

〕
件
は
三
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

一
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
次
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

一
の
と
お
り
で
す
。
（
第
一
号
）

畷
Ⅲ
Ⅲ
皿
：
、
叩
Ⅱ
ｕ
：
、
Ⅱ
Ⅱ
：
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ｏ
ｐ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
：
ｎ
Ⅱ
Ｕ
９
や
、
Ⅱ
リ
。
。
ｎ
Ⅲ
Ⅲ
Ｕ
ｏ
ｑ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
３
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
。
。
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ｐ
ｐ
ｎ
Ⅱ
り
：
桐
Ⅱ
⑩
日
厘
川
Ⅲ
Ｕ
向
。
、
Ⅱ
Ⅱ
：
Ⅲ
Ⅱ
Ｕ
ロ
ロ
川
Ⅱ
リ
。
ロ
、
Ⅱ
Ｕ
口
⑨
ｎ
Ⅱ
Ｕ
何
⑪
両
Ⅱ
Ⅱ
唾
：
ｎ
Ⅲ
Ⅱ
回
に
仰
Ⅱ
Ｕ
８
ｎ
Ⅲ
り
。
。
、
Ⅲ
Ⅲ
苫
１
Ⅲ
Ⅱ
唖
：
ｎ
Ⅱ
リ
ロ
缶
Ｒ
Ⅱ

ー

八
月
十
九
日
日
市
民

体
育
館
で
、
全
国
五
十
九

ク
ラ
ブ
の
選
手
と
父
兄
約

六
百
人
が
参
加
し
て
、
全

国
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
小
学
六
年
生

ま
で
、
三
十
九
階
級
に
分

か
れ
た
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全国少年

レスリング

選手権大会

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
、
六
○
一
万

九
、
○
○
○
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
一

れ
ぞ
れ
、
十
億
九
、
○
五
九
万
円
一

と
す
る
も
の
。

そ
の
他

○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
規
約
一

の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
一

※
組
合
の
事
務
所
の
位
置
を
、
本
一

町
一
丁
目
一
○
○
番
地
か
ら
東
本
一

町
三
丁
目
十
一
番
地
に
改
め
る
も
一

の
。

（
議
会
事
務
局
）
一

リ
。
月
Ⅲ
Ⅲ
苫
。
ｎ
Ⅲ
Ｕ
ｏ
Ｂ
ｎ
Ⅲ
Ⅲ
唾
回
向
Ⅲ
Ⅱ
ｙ
④
ｎ
岨
Ⅲ
；
“
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
で
⑧
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ロ
⑤
、
Ⅱ
Ｕ
：
、
Ⅱ
ｕ
Ｄ
ｂ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
晶
日
、
Ⅱ
り
ぜ
胃
Ⅱ
Ⅲ
苫
胃
Ⅲ
Ⅱ
芯
。
ｎ
Ⅲ
Ｕ
も

高
萩
か
ら
も
、
十
五
名
が
参
加
し
、

大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

幼
年
の
部

十
七
地
級
優
勝
大
泉
一
之

プ
ラ
ス
二
十
一
陀
級
優
勝
小
野
邦
弘

二
位
国
井
良
浩

一
一
一
・
四
年
の
部

二
十
八
囎
級
三
位
田
野
井
智
行

三
十
蛇
級
三
位
佐
藤
亘

三
十
八
蛇
級
三
位
荒
川
国
行

大
泉
一
之
く
ん
（
上
写
真
中
央
）

『
金
メ
ダ
ル
を
取
れ
て
う
れ
し
い
、

お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
喜
ん
で
い
る

Ｏ

卜
李
』小

野
邦
弘
く
ん

『
も
っ
と
、
試
合
を
し
た
か
っ
た
。
』

(3)
テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1151 . 1 152です
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か
つJff＃

時『7J

コプ

ね〃
東京ディズニーランド

夢
や
冒
険
の
世
界
を
体
験
ｉ

八
月
二
十
六
日
⑧
、
第
十
四
回

〃
高
萩
市
民
号
″
が
、
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
む
け
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
過
去
最
高
の
六
百

八
名
、
当
日
は
欠
席
者
な
し
と
い

う
需
況
ぶ
り
で
し
た
。

今
回
の
〃
市
民
号
〃
は
、
行
き

先
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
小
人
・
中
人
の

参
加
者
が
二
百
六
名
と
約
三
割
を

占
め
、
家
族
連
れ
の
参
加
者
が
た

く
さ
ん
見
受
け
ら
れ
、
た
の
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

五
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
し
た
が
、
効
率
よ
く
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
ン
ド
を
回
り
五
～
六
の
乗
り

物
に
乗
っ
て
来
た
人
も
い
た
と
か
？

の
し
い
思
い
出
の
〃
市
民
号

う
り
ま
し
た

、

お
と
な
も
子
ど
も
も
と
も
こ

参加者608名

市制施行30周年記念

わぁ－広いねえ さあ見学しましょうわぁ－広いねえ

へ
）

識鱗壁、
竪 今““>鈴〈露〈露e参くき参鈴〈”鋳〉銭>鐙〈鍵

錘
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
は
じ
め

》
て
だ
か
ら
楽
し
か
っ
た
で
す
。
「
イ

よ
》
削
綜
淫
馴
斯
い
ば

註
》
か
つ
た
：
．
…
。

も
錘
ｌ
お
母
さ
ん
の
宏
美
さ
ん

げ
恥
市
民
号
に
は
今
年
始
め
て
参
加

》
唾
し
ま
し
た
。
手
ご
ろ
な
値
だ
ん
で

お
鈴
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
一

》
日
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
お
と
な
は

鈴
ち
ょ
っ
と
疲
れ
ま
し
た
が
子
ど
も

認
た
ち
は
一
兀
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

… 壷嘘

曇
匙
謬
耐

余
っ
て
い
る
か
ら
ま
た
行
き
た
い

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
お
も
し

ろ
か
っ
た
。
約
一
時
間
待
っ
て
ス

ペ
ー
ス
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
や
カ
リ
ブ

の
海
賊
な
ど
四
つ
乗
っ
て
き
ま
し

た
。
ス
ペ
ー
ス
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
は

目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
う
ち
に
終
わ

圭
匂
や

鄙
ロ
二
○

て
，
可
」

上
少
き
す
ぎ
二

一

域 鷺坐
十
季
つ
ぞ
ｆ
」

た
け
ど
、
券
が
た
く
さ
ん

蝋

蕊 ､蝿識

鋳

蕊
抄出

噂

足
が
痛
く
な

ほんごう ともみ （ ｜年）

本郷朋美ちゃん
ナーかこ （4歳）

貴子ちゃん

安良川81 1－5

おの やすゆき

小野靖之君
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（
ブ
｜
フ
ジ
ル
選
手
権
に
特
別
参
加
）

七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
三
日
ま

スポーツに頑張った〃
豆
力
士
〃
友
好

親
善
の
旅
／

夏休み

で
の
、
十
二
日
間
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
で
開
か
れ
た
第
二
十
三
回
全
ブ

ラ
ジ
ル
す
も
う
選
手
権
大
会
に
、
茨
城

県
す
も
う
使
節
団
一
行
十
五
名
が
日
本

か
ら
初
参
加
し
（
幼
年
の
部
に
出
場
）
、

友
好
親
善
を
図
り
ま
し
た
。
サ
ン
パ
ウ

ロ
市
に
は
八
十
万
人
の
日
系
人
が
生
活

し
、
す
も
う
は
極
め
て
盛
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

高
萩
市
か
ら
は
、
次
の
四
名
（
高
浜

ス
ポ
ー
ヅ
少
年
団
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

海
老
沢
喜
義
コ
ー
チ
（
加
工
製
紙
）

「
全
国
で
初
め
て
茨
城
県
が
、
友
好
親

善
に
行
き
ま
し
た
。
今
後
引
き
続
き
、

他
県
で
も
ぜ
ひ
、
親
善
に
と
い
う
動
き

か
あ
る
よ
う
で
す
れ
ど 一

》

み
ご
と
／
・
県
大
会

初
優
勝

関
東
大
会
に
出
場

八
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
、

千
葉
県
銚
子
市
野
球
場
で
、
蕊
十
回
関

東
近
県
中
学
生
選
抜
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
、
高
萩
中
学
校
が
、
茨
城
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
み
ご
と
第
三
位
の
成

績
を
納
め
ま
し
た
。

高
萩
中
学
校
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
八

月
十
四
日
の
県
選
抜
大
会
で
、
決
勝
戦

の
対
戦
相
手
の
波
崎
一
中
を
一
対
○
で

く
だ下
し
、
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

○
キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
浦
英
治
君
（
中
三
）

「
関
東
大
会
で
は
、
み
ん
な
緊
張
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
勝
て
な
い
相
手
じ

林
栄
伸
（
東
小
四
年
）

「
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
手
紙
も
来
ま
し

た
い
島
崎
智
也
（
東
小
五
年
）

「
風
呂
に
入
れ
ず
、
シ
ャ
ワ
ー
だ

け
な
の
で
不
便
で
し
た
》

高
橋
忍
（
東
小
六
年
）

「
食
事
は
、
肉
が
多
く
、
味
が
し

ょ
っ
ぱ
く
、
か
ら
い
の
で
、
お
い
し

く
な
か
っ
た
哩

貴
重
な
経
験
を
し
た
三
人
の
豆
力

士
は
、
十
二
日
間
の
長
旅
か
ら
日
本

に
帰
っ
て
き
て
「
ホ
ヅ
」
と
し
た
様

子
で
し
と
。

識

ｑ
高
萩
中
学
校
ナ
イ
ン

や
な
か
っ
た
し
、
残
念
で
し
た
…
・
・
酔

○
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
斉
院
直
也
君
（
中
三
）

「
関
東
大
会
は
く
や
し
か
っ
た
け
ど
、

県
の
選
抜
で
初
優
勝
し
た
時
は
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ど

空
手
道
少
年

全
国
大
会
に
出
場

八
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
、
静

く
さ
な
ぎ

岡
県
草
薙
体
育
館
で
、
小
・
中
学
生
全

国
空
手
道
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
当

市
か
ら
は
、
県
大
会
で
代
表
権
を
獲
得

し
た
次
の
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
が
、

善
戦
に
も
か
か
わ
ら
ず
惜
敗
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

中
学
二
年
組
手
の
部

鈴
木
聡
、
石
下
直
哉

小
学
五
年
組
手
の
部

石
下
弘
二

八
月
二
十
日
側
市
民
体
育
館
で

県
中
学
校
剣
道

選
手
権
大
会

~

年
団
創
立
三
周
年
記
念
近
県
剣
道
大
会

が
、
い
わ
き
市
植
田
町
で
行
わ
れ
、
選

抜
さ
れ
た
六
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

技
を
競
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
低
学
年
の
部
で
、
武
徳

殿
少
年
剣
士
隊
が
み
ご
と
三
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

ま
た
、
武
徳
殿
で
は
、
剣
士
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
練
習
日
は
、
毎
週
水
・

金
・
土
曜
日
の
午
後
五
時
か
ら
で
す
。

詳
し
く
は
、
武
徳
殿
ま
た
は
小
川
藤

夫
（
狂
二
二
’
三
四
四
三
）
ま
で
。

茨
城
県
中
学
校
剣
道
選
手
権
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
十
七
回
を
む

か
え
、
三
十
八
校
約
二
百
名
が
参
加
、

団
体
戦
、
男
・
女
個
人
戦
と
激
し
い
つ

ば
ぜ
り
あ
い
を
演
じ
ま
し
た
。

武
徳
殿
少
年
剣
士
隊

三
位
に
入
賞
／

八
月
五
日
日
錦
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

(5) ｢市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。テレフォンサービス


